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3億3,611万4千円

議案の概要議案の概要

令和２年度　一般会計補正予算

定例会
９月
令和２年９月２日～１８日

第６回

決算認定９件、人事４件、条例４件、承認（専決補正予算）１件、その他契約案件
など３件と発議１件を審査し、いずれも提案のとおり認定しました。    

81億8,843万2千円

78億9,825万円
令和元年度　一般会計決算

78億402万円を認定

９月補正

予算総額

歳入総額

歳出総額

　令和元年度決算の歳入総額は78億9,825万316円、前年度と比較して17億659万81円、

27.6%の増、歳出総額は78億401万9,546円、前年度と比較して、17億1,072万4,011円、

28.1%の増となっています。

　翌年度へ繰り越すべき財源は、571万6千円で、実質収支額は、8,851万4千円となって

おり、このうち5千万円を財政調整基金に積み立てます。     

○高原町光ファイバ整備事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・１億４，０００万円

○表面温度検知システム設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７５万６千円

○介護サービス事業所のガウンや防護服などの整備費・・・・・・・・・・２７２万１千円

○国立公園管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，２０９万２千円

○農地災害復旧工事費…４４９万９千円、農業用施設災害復旧工事費…２，６９９万９千円

事主 な 業
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令和元年度決算の主な内容（主な事業のみ掲載）
〇企画費        

　　町制施行８５周年記念事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，１７５，３５４円

　　ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・・・・・・・・・・１９４，５４９，０００円

〇ふるさと振興事業費        

　　高原町和牛ブランド確立対策事業（繁殖素牛を導入する際に補助を行う）

　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９，２００，０００円

　　児童公園遊具整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，９５８，０００円 

　　学校給食補助事業（学校給食費を半額補助）・・・・・・・・・・・１１，６５３，６０４円

○児童運営費

　　子育てのための施設等利用給付事業・・・・・・・・・・・・・・・・４，７４４，１３０円

〇農業振興費        

　　中山間地域等直接支払交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・４８，５８６，７５２円 

〇農地費        

　　県営畑地帯総合整備事業　後川内１期地区の事業負担金（受益面積５５ha）

　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９，９２４，９５２円

〇農道整備費        

　　農地耕作条件改善事業（湯之元地区　未舗装農道の整備）・・・・・４３，４００，０００円 

〇観光費        

　　御池皇子港園地進入路整備事業道路改良工事・・・・・・・・・・・２０，６００，０００円 

〇道路維持費        

　　道路補修事業　本町４号線他１路線　Ｌ＝４５２ｍ・・・・・・・・１６，２８４，０００円 

〇道路新設改良費        

　　町道改良事業　蒲牟田前田線　Ｌ＝２０５ｍ・・・・・・・・・・・１２，０３４，０００円 

〇住宅建設費        

　　定住促進住宅整備事業　広原地区に町営住宅２戸の建設・・・・・・４１，７１４，４１０円 

〇公民館費        

　　並木地区公民館新築工事事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９，０９８，９５１円 

        

▲児童公園遊具整備事業 ▲県営畑地帯総合整備事業 後川内１期地区 ▲農地耕作条件改善事業 湯之元地区

▲御池皇子港園地進入路整備事業道路改良工事 ▲並木地区公民館新築工事事業

現 　地　 調 　査　（令和２年９月８日）現 　地　 調 　査　（令和２年９月８日）現 　地　 調 　査　（令和２年９月８日）
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新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、国民生活への不安が続いている中、地方税・

地方交付税等の一般財源の確保・充実が必要不可欠です。こうしたことから、議会では、

国に対し、地方財源の確保の取組を行うよう下記のとおり意見書を提出しました。

１．地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実

　すること。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努める

　とともに、償還財源を確保すること。

２．地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよ

　う、総額を確保すること。      

３．令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填

　措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾

　力的に対応すること。      

４．財源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・

　地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっ

　ては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。

５．特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見

　直しは、家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染

　症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきもの

　であり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

・後 藤   良 文さん  ・温 谷   一 浩さん 

・星 山   健 二さん

★教育委員会の委員の任命について同意しました。

★固定資産評価審査委員会の委員の選任について同意しました。

・涌 水       香さん

★公平委員会の委員の選任について同意しました。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

委員

委
員
の
任
命
・
選
任

「高原町議会災害対応マニュアル（業務継続計画）（案）」
に関する意見（パブリックコメント）の募集について

○公表資料の閲覧方法

　　ホームページのほか、議会事務局や以下の窓口で印刷物でも御覧いただくこと

　ができます。

　　・町民福祉課　　　　・ほほえみ館　　　　・中央公民館

　　　※　議会事務局に御連絡いただければ、郵送での対応もいたします。

○意見の募集期間

　　　令和２年１１月２日（月）〜令和２年１２月１日（火）（必着）
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①　病院事業について

　町立病院の事業は、平成２７年度からこれまで約８億円を補填し

て運営している。「高原町立病院元気化プロジェクト」などあらゆ

る策を講じながら、緊張感を持って総力で取り組んでいく。

②　御池トイレの上部の枝を伐採してほしい

　改修工事の計画を進めている。

③　御池の荒れた食堂について

　現在、民間業者の所有となっているが、今回の進入路整備により再整備に期待している。

④　皇子原公園のテニスコートが危険で使えない

　一般的に使用されているハードコートを採用している。安全な利用を心がけて

いただき、健康増進に努めていただきたい。

⑤　視察研修で来庁された方に対しての食事や宿泊の案内の徹底を

　現在、本町での宿泊や食事の案内を行っている。

　 議会報告会における
要望事項に対する町当局からの回答
　 議会報告会における

要望事項に対する町当局からの回答

議案の概要議案の概要
＊承認（専決補正予算）１件、補正予算１件が提案され
　審査しました。

７月臨時会
令和２年７月２９日令和２年７月２９日

第５回

☆新型コロナウイルス感染症対策事業
　〇繁殖農家導入支援緊急対策事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００万円

　　・肉用牛繁殖経営の振興を図るため、和牛繁殖本牛の導入・保留を支援。

　〇肥育牛出荷対策事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０６万円

　　・国内外の需要減少により枝肉価格が低下し、経営が悪化している肥育牛農家を支援。

　〇たかはる宿泊施設利用助成事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１０万円

　　・観光客の誘致促進と地域経済の活性化を図るために町内の宿泊施設利用者に対して助成。

☆農林水産施設災害復旧事業
　〇農地・農業用施設災害復旧委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４９万９千円

　　・梅雨前線豪雨による測量委託費。       

７月補正
予算総額

２，４３５万２千円
７８億４，５３１万６千円

～町民の皆様からいただいたご要望を町当局に報告しました～～町民の皆様からいただいたご要望を町当局に報告しました～

事主 な 業
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⑥　祭りや地元の東雲太鼓の応援をしてほしい

　地域の伝統行事については、財源の限りがあるが対応していく。

⑦　道路の白線が消えていて危ない場所がある

　国道・県道は土木事務所に要望を行い、町道に関しては引き続き実施していく。

⑧　街灯に木々が生い茂っているが、何とかしてほしい

　基本的に所有者が伐採することになっているが、緊急を要する場合のみ対応していく。

⑨　町道、農道脇のパーキングの開放をしてほしい

　退避場所に関してはごみの不法投棄などがみられるため仕切りを設置した経緯があるが、住民

の要望を受け、安全に問題がない場所を開放する。

⑩　蒲牟田線の道路舗装を早く進めてほしい

　財政状況を踏まえ、早期完成できるよう取り組む。

⑪　個人所有の枝木伐採について

　基本的に所有者が伐採することになっているが、緊急を要する場合のみ対応していく。

⑫　災害時の農道等の整備を町民にもさせてほしい

　農道や用排水路の維持管理については、地域管理を原則としているが、このような申し出は大

変ありがたい。通常の維持管理を超える災害については、財源を利用し迅速な復旧に努める。

⑬　予算などに関する、外部の評価システムを作ってほしい

　令和２年度から実施予定。

⑭　雇用の場を確保してほしい

　あらゆる手段を講じながら、県や関係機関と連携し、雇用の場の確保を図っていく。

⑮　公営住宅の所得制限の拡大について

　公営住宅法の範囲内で最大限の配慮を行っている。

⑯　ふるさと納税について

　今後も、あらゆる策を講じながら、ふるさと納税の寄付額を増やす対策に取り組ん

でいく。

⑰　畑かん事業について

　水を使った農業が可能となった地域も増え、あらゆる作物が栽培されている。今後も、畑かん

用水による収量増、品質向上、定時・定量出荷により、所得向上を図られるよう生産者、関係機

関が一体となり検討していく。

⑱　中山間交付金の継続の要望について

　地域農業の振興に対して要望の高い事業であるので、国・県の動向を注視しながら、事業実施

にあたっていく。

⑲　新規就農と園芸農家の後継者育成について

　町内にも新規就農者が増えており頼もしい限りである。今後も国・県の各種事業を活用し、新

規就農者、農業後継者の確保に努めていく。　　　

⑳　学校の統廃合の進め方について

　平成２１年２月の答申によると小学校１校、中学校１校が適切であるとされている。１０年以

上経過した今、「新しい学校の在り方」の検討を進めていく。

㉑　役場庁舎の建て替えについて

　役場庁舎は耐震基準を満たしていない。耐震補強工事では莫大な費用を要する計算となり、公
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共施設検討委員会が作成する「建て替えの順番及び建設候補地の（案）」をお示しし、町民のご

理解を頂きながら順次進めていく。

㉒　景観条例の周知について

　景観条例の制定に伴い、令和元年１０月区長会にて「高原町景観条例」制定の案内文書を町民

の皆様へ互人班回覧にて周知を行った。今後、ホームページ等での掲載を行い、わかりやすい案

内を行っていく。

㉓　避難所、防災無線、ハザードマップについて

　避難所は現在、台風や大雨時に「ほほえみ館」を中心に８カ所開放しており、避難所まで行く

手段がない方や厳しい方は役場に連絡いただければ対応する。災害の規模によってはその他の集

落施設の開放も区長判断で可能である。防災行政無線に関しては、様々な意見を

伺っており、聞き取りやすい放送に努める。水害に関しては、町内に浸水想定区

域がないため、土砂災害（土石流）のハザードマップを活用している。

㉔　職員の地区担当制について

　区長会と連携し、職員が積極的に地域に関われる体制づくりを検討していく。

㉕　特定健診受診率が低い。健康意識を上げるような指導をしてほしい

　ほほえみ館の各種教室や、各地区の総会、営農組合等の集会等、百歳体操等の場に、保健師・

管理栄養士が出向き、健康に関する講話を実施し啓蒙活動を行っている。

㉖　町内でスポーツをする人が減っている。ポイント制を導入した運動普及の取組みをしたらど

　うか

　９月１日より「歩いてもらおう！たかはる健幸ポイント事業」が開始された。ぜひ多くの町民

の参加をお願いしたい。

㉗　生活習慣病を治すために食育の指導も入れてほしい

　現在、ほほえみ館の管理栄養士を中心に「栄養教室」と「親と子の料理教室」を開催している。

引き続き取り組んでいく。

㉘　鳥獣対策について

　現在、有害鳥獣の駆除は２９名体制で行っている。狩猟免許取得者の高齢化により駆除できる

者が減少していることから、県の補助金を活用し、新規狩猟免許取得希望者に対し、経費（免許

取得費等含む）の一部負担軽減する取り組みも行っている。

㉙　軽トラ市について

　新燃岳噴火災害による産業復興と商店街の活性化、賑わい創出を図るべく、毎月

第３日曜日に開催している。（※現在はコロナの影響で中止）

㉚　皇子原・御池の観光について

　現在、皇子原公園・御池キャンプ場は、たかはる温泉郷旅館組合へ指定管理業務を委託してい

る。

㉛　農地について

　農業従事者の高齢化、担い手減少により、耕作放棄地が増えている。農業委員、農地パトロー

ル、中山間直接支払い制度などあらゆる手段を講じ対応しながら、耕作放棄地解消に取り組んで

いく。

32　上麓・下麓区公民館の建設のお願い

　公民館整備に必要な土地の確保や財源確保等を含め検討していく。
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く
り
を

小
さ
な
声
に
も
対
応
出
来
る
街
づ
く
り
を

温水　宜昭議員
ぬくみず　   よしあき

し
て
い
る
が
。

答
　
県
補
助
金
減
に
よ
る
も

の
で
、
不
足
分
は
補
正
予
算

で
対
応
す
る
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度

問
　
新
５
期
制
度
へ
の
参
加

戸
数
は
。

答
　
１，
２
１
２
戸
の
参
加

見
込
み
で
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問
　
新
５
期
制
度
で
見
直
さ

れ
た
の
は
。

答
　
遡
及
返
還
対
象
地
が
協

定
農
用
地
全
体
か
ら
当
該
農

用
地
の
み
と
な
り
、
個
人
配

布
金
が
農
業
所
得
確
認
に
な

っ
た
。

問
　
６
〜
10
年
後
の
農
地
維

持
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
　
担
い
手
へ
の
農
地
集
約
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、
集

落
営
農
組
合
活
動
へ
の
支
援
。

○
地
域
防
災
対
策

問
　
屋
外
拡
声
器
が
聞
こ
え

づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

答
　
そ
の
よ
う
な
声
は
伺
っ

て
い
る
。
聞
こ
え
づ
ら
い
地

域
へ
の
対
応
は
、
防
災
行
政

無
線
、
消
防
団
の
広
報
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
等
で
対
応
し
て

い
く
。

問
　
小
林
市
で
は
各
戸
へ
防

災
ラ
ジ
オ
を
配
布
し
て
い
る

が
。

答
　
今
後
も
複
数
の
手
段
を

用
い
、
迅
速
で
正
確
な
情
報

伝
達
に
努
め
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策

問
　
特
別
定
額
給
付
金
の
状

況
は
。

答
　
給
付
者
９，
２
１
２
名
、

辞
退
者
３
名
、
未
申
請
者
５

名
。

問
　
休
業
要
請
協
力
事
業
者

数
は
。

答
　
23
事
業
者
の
協
力
を
い

た
だ
い
た
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や

食
事
券
の
利
用
状
況
は
。

答
　
商
品
券
２，
８
７
０
人
、

食
事
券
９
８
３
人
の
利
用
。

問
　
高
収
益
作
物
次
期
作
交

付
金
は
。

答
　
66
戸
の
農
家
、
約
４，

９
８
９
万
５
千
円
の
申
請
。

問
　
肥
育
農
家
支
援
は
。

答
　
肥
育
牛
出
荷
対
策
事
業

１
万
円
交
付
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
　
高
齢
者
対
策
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
対
策
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
訪
問
を
増
や
し
、

見
守
り
を
続
け
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
が
予

想
さ
れ
る
が
。

答
　
国
や
県
へ
財
政
的
支
援

要
請
や
情
報
共
有
連
携
強
化

を
図
っ
て
行
く
。

▲小林市が配布した
　防災ラジオ

▲設置されたワイヤーメッシュ柵
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ここが聞きたい　　　問＆答

早
々
と
表
明
す
べ
き
で
は
！

早
々
と
表
明
す
べ
き
で
は
！

前原　淳一議員
まえはら　 じゅんいち

○
次
期
町
長
選
挙

問　
任
期
は
残
り
１
年
と
な

っ
た
。
早
々
と
表
明
す
べ
き

と
思
う
が
。

答　
こ
れ
ま
で
職
員
と
一
丸

と
な
っ
て
諸
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
公
約
の
取
り

組
み
段
階
の
も
の
や
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
な
ど
、
色
々
見

え
て
き
た
。私
が
掲
げ
る「
町

民
誰
も
が
明
る
く
住
み
や
す

い
町
づ
く
り
」
は
ま
だ
途
中

段
階
で
あ
る
。
先
人
が
作
っ

て
き
た
町
を
守
り
、
一
人
一

答　
今
後
、
ル
ー
ト
変
更
に

つ
い
て
地
元
と
協
議
を
し
て

い
く
。
変
更
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
各
関
係
機
関
と
の

協
議
を
経
て
か
ら
、
公
共
交

▲宮交タクシー（株）が運行する乗合タクシー

答　
下
川
原
橋
に
同
様
な
も

の
が
あ
り
、
同
じ
く
撤
去
の

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

○
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

問　
湯
之
元
・
蒲
牟
田
線
の

現
在
の
ル
ー
ト
は
、
川
原
口

〜
御
池
の
湯
〜
宮
之
宇
都
〜

湯
之
元
温
泉
と
な
っ
て
い
る

が
、
御
池
の
湯
か
ら
湯
之
元

集
落
セ
ン
タ
ー
経
由
に
変
更

で
き
な
い
か
。

▲花堂村おこしセンター屋外拡声器

人
が
町
を
愛
す
る
心
を
育
む

こ
と
を
引
き
継
ぎ
、
素
晴
ら

し
い
町
と
し
て
い
く
た
め
に
、

再
度
町
政
を
担
わ
せ
て
頂
き

た
い
。

○
防
災
無
線

問　
花
堂
地
区
で
は
試
験
放

送
以
来
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

答　
国
の
施
策
に
よ
り
、
令

和
４
年
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
波

は
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、

全
て
デ
ジ
タ
ル
化
へ
移
行
し

た
が
、
花
堂
地
区
に
つ
い
て

は
新
た
に
、
花
堂
村
お
こ
し

セ
ン
タ
ー
に
屋
外
拡
声
器
を

設
置
し
た
た
め
そ
の
役
割
を

終
え
た
。
今
後
は
、
撤
去
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

問　
そ
の
他
に
利
用
さ
れ
て

い
な
い
施
設
は
な
い
か
。

通
会
議
に
諮
る
た
め
、
早
く

と
も
４
月
以
降
と
な
る
予
定

だ
。
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対
象
外
の
新
生
児
に
町
独
自
で
５
万
円
支
給

対
象
外
の
新
生
児
に
町
独
自
で
５
万
円
支
給

○
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て経
済
対
策

問　
国
の
第
２
次
補
正
予
算

成
立
を
受
け
て
臨
時
交
付
金

で
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

検
討
さ
れ
る
か
。

答　
新
規
事
業
で
４
月
28
日

以
降
の
新
生
児
に
一
人
に
つ

き
５
万
円
を
支
給
す
る
。

問　
雇
用
調
整
助
成
金
が
９

月
30
日
ま
で
で
、
延
長
が
必

要
で
は
。

答　
国
に
お
い
て
年
末
ま
で

続
け
る
案
を
調
整
し
て
い
る
。

問　
持
続
化
給
付
金
の
申
請

サ
ポ
ー
ト
会
場
が
縮
小
さ
れ

た
。
一
人
も
取
り
残
さ
な
い

よ
う
に
改
善
が
必
要
で
は
。

答　
申
請
に
来
ら
れ
た
方
の

入
力
補
助
や
代
理
入
力
な
ど
、

で
き
る
限
り
フ
ォ
ロ
ー
を
し

て
い
る
。

感
染
症
対
策

問　
感
染
拡
大
す
る
中
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
が

必
要
で
は
。

答　
県
、
医
師
会
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
検
査
体
制
の
強

化
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

問　
避
難
所
に
お
い
て
は

“

エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
“
を

引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
が
必
要

で
は
。

答　
簡
易
ベ
ッ
ド
を
10
台
備

え
て
い
る
。
今
後
も
備
蓄
を

進
め
る
。

問　
３
密
を
避
け
る
た
め
に

指
定
避
難
所
以
外
も
開
設
が

必
要
で
は
。

答　
複
数
の
避
難
所
を
開
設

し
、
十
分
な
距
離
を
確
保
し

て
い
く
。

問　
ほ
ほ
え
み
館
の
福
祉
避

難
所
と
し
て
の
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
は
。

答　
高
齢
者
に
は
和
室
を
、

乳
幼
児
に
は
会
議
室
を
考
え

て
い
る
。

問　
福
祉
避
難
所
の
周
知
が

必
要
で
は
。

答　
周
知
に
努
め
、
個
別
計

画
を
作
る
。

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と

感
染
症
防
止
の
点
で
20
人
程

度
の
学
級
の
実
現
を
国
に
働

き
か
け
を
。

答　
40
人
学
級
で
は
３
密
を

避
け
る
こ
と
が
困
難
、
町
で

は
県
教
育
長
に
会
い
、
30
人

学
級
へ
の
要
望
を
し
た
。

問　
修
学
旅
行
は
町
内
で
行

え
な
い
か
。

答　
町
内
で
の
実
施
は
予
定

し
て
な
い
。

問　
学
校
給
食
の
牛
肉
消
費

拡
大
を
。

答　
今
後
も
消
費
拡
大
に
取

り
組
む
。

○
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問　
熱
中
症
の
疑
い
で
緊
急

搬
送
さ
れ
る
人
が
、
町
内
で

７
月
４
件
、
８
月
５
件
な
ど

急
増
し
て
い
る
。
電
話
に
よ

る
声
掛
け
や
状
況
把
握
が
必

要
で
は
。

答　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
見
守

り
や
民
生
委
員
の
訪
問
な
ど

安
否
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

中村　　昇議員
なかむら　　   のぼる

▲段ボールベッド
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ここが聞きたい　　　問＆答

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
高
原
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
分
と
し
て
確
保
を
お
こ

な
う
。

○
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
処
理

問　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
処
理
に
係
る
助
成
に
つ

い
て
。

答
　
町
と
宮
崎
県
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
対

策
推
進
協
議
会
の
助
成
に
よ

末永　　充議員
すえなが　        みつる

▲高原町出口農業用廃プラ集積所

軽
減
の
た
め
助
成
方
法
に
つ

い
て
、
改
め
て
検
討
す
る
。

○
花
き
の
活
用
拡
大
支
援
事
業

問　
花
き
の
活
用
を
拡
大
す

る
取
組
を
支
援
し
て
い
く
考

え
は
。

答
　
県
内
産
花
き
の
需
要
喚

起
並
び
に
Ｐ
Ｒ

を
図
る
。

○
農
業
者
に
お
け
る
持
続
化

給
付
金
　

問　
収
穫
期
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
に
多
く
の
個
人
農
業

の
方
が
申
請
さ
れ
て
な
い
。

ど
う
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

答
　
申
請
に
伴
う
相
談
、
具

体
的
な
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
農
協
等
の
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
円
滑
な
申
請
と

な
る
よ
う
対
応
す
る
。

○
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

問　
医
療
福
祉
の
連
携
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。　

答
　
県
と
連
携
し
て
施
設
で

の
感
染
対
策
の
た
め
の
自
主

点
検
実
施
の
依
頼
と
確
認
、

感
染
症
対
策
を
再
徹
底
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
確
認
を

お
こ
な
う
。

問　
高
原
町
の
高
齢
者
施
設

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た

と
想
定
し
た
場
合
に
、
感
染

発
生
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
県
の
方
で
、
応
援
職
員

派
遣
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検

討
し
て
お
り
、
県
と
連
携
し

て
支
援
を
お
こ
な
う
。

問　
感
染
発
生
時
の
対
応
に

つ
い
て
、
防
護
服
や
手
袋
等

は
ど
の
程
度
確
保
さ
れ
て
い

る
か
。

答
　
防
護
服
１
，６
２
０
枚
、

医
療
用
手
袋
６
３
，
０
０
０

枚
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

７
０
０
枚
の
資
材
整
備
を
お

こ
な
い
、
手
指
消
毒
液
に
つ

い
て
は
町
内
事
業
所
に
配
布

す
る
。
備
蓄
に
つ
い
て
は
、▲介護施設に配布された消毒液

り
、
10
月
か
ら
12
月
の
期
間

限
定
で
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理

に
つ
い
て
は
、
処
理
量
１
㎏

当
り
単
価
６
・
６
円
の
う
ち

２
円
、
廃
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
に

つ
い
て
は
、
25
・
３
円
の
う

ち
４
円
を
助
成
し
て
い
る
。

問　
農
業
分
野
か
ら
排
出
さ

れ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
負

担
に
つ
い
て
、
年
間
を
通
し

て
助
成
で
き
な
い
か
。

答
　
搬
出
促
進
を
含
め
負
担
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の
幸
せ
実
現
の
た
め
に
粉
骨

砕
身
努
力
し
て
き
た
。
ま
た
、

選
挙
公
約
で
掲
げ
た
10
の
項

目
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
達
成
出
来
た
も
の
と
、

計
画
途
中
の
も
の
も
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

答
　
感
染
症
対
策
と
経
済
対

策
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

引
き
続
き
状
況
を
見
極
め
、

強
靭
且
つ
自
律
的
な
地
域
社

会
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組

み
も
進
め
て
い
く
。

問　
残
り
任
期
期
間
（
１
年

間
）
へ
の
抱
負
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
町
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

○
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て問　
職
員
不
祥
事
が
横
行
し

て
い
る
が
、
信
頼
回
復
に
向

け
て
の
考
え
は
。

答
　
本
件
に
関
し
、
大
変
遺

憾
で
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
申
し
訳
な
い
。
今
後
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
な

ど
も
行
い
、
綱
紀
粛
正
に
努

め
、
信
頼
回
復
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
３
年
間
の
取
り
組
み
へ

の
評
価
を
。

答
　
高
原
町
の
発
展
と
町
民

残
り
１
年
間
誠
心
誠
意
努
力

し
て
い
く
。

○
消
防
団
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
７
月
豪
雨

に
伴
う
詰
所
待
機
は
妥
当
か
。

答
　
感
染
症
拡
大
防
止
を
徹

底
し
て
頂
き
、
今
後
も
気
象

条
件
や
災
害
発
生
の
危
険
性

等
を
鑑
み
「
詰
所
待
機
」
又

は
「
自
宅
待
機
」
を
お
願
い

し
て
い
く
。

問　
町
外
に
住
む
団
員
は
。

答
　
小
林
市
８
人
、
え
び
の

市
１
人
、
都
城
市
５
人
、
宮

崎
市
１
人
の
15
名
。

問　
定
年
が
あ
る
か
。

答
　
Ｈ
19
ま
で
は
年
齢
制
限

の
上
限
が
あ
っ
た
が
、
撤
廃

し
て
い
る
。

問　
各
部
団
員
数
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
　
条
例
定
数
１
７
０
名
に
対
し
、
現
在
１
６
４
名
。
（
男

性
１
６
０
名
・
女
性
４
名
）
団
員
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
定
数
を
検
討
す
る
段
階
に
き
て
い
る
。

○
健
幸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

問　
「
歩
く
」
を
楽
し
む
に
は
仕
掛
け
が
必

要
で
は
。

答
　
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
開
始
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
運
動
不
足
を
解

消
す
る
と
い
う
目
的
と
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て

抽
選
で
商
品
券
が
も
ら
え
る
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
参
加
頂
き
た
い
。
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が

ら
参
加
頂
け
る
方
も
募
集
し
て
い
る
。

福澤　卓志議員
ふくざわ　      たくじ

▲たかはる健幸ポイント事業のご案内

信
頼
回
復
に
向
け
て
の
取
組
強
化
を
！

信
頼
回
復
に
向
け
て
の
取
組
強
化
を
！
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ここが聞きたい　　　問＆答

大
胆
な
事
業
見
直
し
を
!

大
胆
な
事
業
見
直
し
を
!

陣　　圭介議員
じん　　      けいすけ

は
。

答
　
２
棟
の
申
込
状
況
を
見

る
と
、
応
募
者
が
多
か
っ
た

と
は
言
え
な
い
。
今
後
の
入

居
希
望
者
の
動
向
も
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
度
２

棟
の
建
設
を
す
す
め
、
応
募

状
況
、
財
源
を
考
慮
し
た
上

で
は
、
中
断
と
い
う
選
択
肢

も
あ
る
。

問　
強
い
政
治
判
断
で
、
事

業
見
直
し
を
益
々
す
す
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
。

答
　
選
挙
に
は
一
切
こ
だ
わ

る
つ
も
り
は
な
い
。
逆
に
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

〇
福
祉
行
政

問　
独
居
者
の
安
否
確
認
に

関
し
て
本
町
の
対
応
は
。

答
　
町
、
社
協
の
事
業
の
ほ

か
、
区
独
自
で
地
域
住
民
に

よ
る
見
守
り
活
動
の
例
も
あ

る
。
よ
り
一
層
の
協
力
と
強

化
を
お
願
い
し
、
先
進
自
治

体
の
取
り
組
み
等
研
究
し
て

い
く
。

問　
福
祉
係
の
業
務
に
つ
き
、

事
務
処
理
期
間
が
長
い
と
の

声
が
あ
る
。
対
応
は
。

答
　
急
を
要
す
る
業
務
が
多

数
あ
り
、
特
に
障
害
者
等
に

関
す
る
事
務
に
関
し
て
は
、

速
や
か
な
事
務
処
理
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
。
係
内
で
の

情
報
共
有
を
図
り
、
一
丸
と

な
り
業
務
遂
行
に
努
め
て
い

く
。

〇
不
法
投
棄
対
策

問　
不
法
投
棄
対
策
に
関
し
、

新
た
な
対
策
は
。

答
　
９
月
か
ら
監
視
カ
メ
ラ

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
際

の
ご
み
拾
い
に
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
事
業
も
実
施
し
て

い
る
。
不
法
投
棄
物
の
回
収

や
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
に

更
に
努
め
る
。

〇
教
育
行
政

問　
児
童
生
徒
に
対
す
る
教

育
・
学
習
指
導
に
関
し
、
現

状
把
握
、
指
導
の
手
法
は
。

答
　
各
種
検
査
、
報
告
等
の

間
接
的
把
握
、
学
校
訪
問
等

の
直
接
的
な
把
握
等
を
と
お

し
て
、
校
長
会
等
で
指
導
助

言
を
行
う
な
ど
、
指
導
力
向

上
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

○
町
長
の
政
治
姿
勢

問　
町
長
が
考
え
る
副
町
長

の
職
責
に
つ
い
て
、
現
状
と

評
価
は
。

答
　
職
員
の
担
任
す
る
事
務

の
指
導
監
督
を
お
願
い
し
、

そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

お
願
い
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
適
切
に
遂
行
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

問　
広
原
の
定
住
用
賃
貸
住

宅
の
全
戸
整
備
は
優
先
度
が

低
い
と
考
え
る
。
事
業
の
継

続
実
施
を
一
旦
見
合
わ
せ
て

▶
広
原
定
住
住
宅
予
定
地

▲農免道路の看板



ここが聞きたい　　　問＆答

議会だより 14

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

○
感
染
症
対
策

問　
町
民
の
安
心
安
全
な
生

活
を
守
る
た
め
の
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
の
取
組
み
は
。

答　
町
内
で
の
感
染
者
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
も
、

国
・
県
が
示
し
て
い
る
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
参
考
に
、

公
共
施
設
に
エ
ア
コ
ン
や
送

風
機
を
設
置
、
非
接
触
型
の

検
温
器
等
設
置
す
る
な
ど
、

集
団
感
染
の
リ
ス
ク
低
減
を

図
る
。

松元　茂春議員
まつもと　   しげはる

問　
地
域
経
済
の
再
生
へ
の

取
組
は
。

答　
国
や
県
の
緊
急
対
策
貸

付
け
の
利
子
補
給
、
消
費
拡

大
の
た
め
の
、
お
持
ち
帰
り

グ
ル
メ
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
牛
肉
消
費
拡
大
事
業

な
ど
実
施
し
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
の
終
息
を
見
据
え
て
、
独

自
の
観
光
支
援
策
等
も
打
ち

出
し
て
い
く
。
農
家
や
飲
食

店
、
小
規
模
事
業
者
を
守
り
、

雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
今

後
も
出
来
る
限
り
の
施
策
を

講
じ
て
い
く
。

○
特
別
定
額
給
付
金
事
業
に

つ
い
て

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録

者
数
と
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
。

答　
過
去
の
実
績
等
を
考
慮

し
検
討
し
て
い
く
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
者

数
は
１
，
３
０
５
名
で
、
取

得
率
約
14
％
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
は
、
申
請
世
帯
が
46
世

帯
で
、
１
２
１
名
に
給
付
し

た
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
者

対
策
は
。

答　
役
場
窓
口
で
の
周
知
強

化
と
共
に
、
広
報
紙
等
で
の

周
知
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

行
い
な
が
ら
登
録

者
数
の
増
加
に

努
め
る
。

○
環
境
保
全
に
つ
い
て

問　
不
法
投
棄
防
止
対
策
は
。

答　
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板

設
置
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

等
を
考
え
て
い
く
。

問　
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
が
必
要
で
は
。
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※議会への提言・疑問・質問・議会だよりの

　感想等、ご自由にお書きください。

議　案

第39号

令和２年度高原町一般会
計補正予算（第７号）

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○
可
　
決

承
　
認

議
決
結
果

専決処分について（専決
第１１号）高原町国民健
康保険条例の一部を改正
する条例

承　認

第11号

議 案

番 号
件　　　　　　名

⑧
福
澤
卓
志

③
前
原
淳
一

⑥
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

⑤
反
田
吉
已

①
末
永
　
充

②
陣   

圭
介

⑨
松
元
茂
春

⑦
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

議
決
結
果

議 案

番 号
件　　　　　　名

⑧
福
澤
卓
志

③
前
原
淳
一

⑥
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

⑤
反
田
吉
已

①
末
永
　
充

②
陣   

圭
介

⑨
松
元
茂
春

⑦
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

★令和２年第５回臨時会（７月２９日）

報　告

第５号

教育に関する事務の管理
及び執行の状況の点検及
び評価について

教育委員会の委員の任命
について

教育委員会の委員の任命
について

固定資産評価審査委員会
の委員の選任について

公平委員会の委員の選任
について

報　告

第６号

同　意

第８号

同　意

第９号

同　意

第10号

同　意

第11号

令和元年度高原町健全化
判断比率及び資金不足比
率について

−− − − − − − − − − −

−− − − − − − − − − −

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

同
　
意

同
　
意

同
　
意

同
　
意

★令和２年第６回定例会（９月２日～１８日）

採決の結果このように決まりました。採決の結果このように決まりました。

高原町特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例及び高原町家庭
的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改
正する条例

議　案

第40号

学校基金の設置・管理及
び処分に関する条例の一
部を改正する条例

物品購入契約について

職員特殊勤務手当支給条
例の一部を改正する条例

分担金を徴収すべき事業
について

議　案

第41号

議　案

第42号

議　案

第43号

町道の認定について

令和２年度高原町一般会
計補正予算（第９号）

令和２年度高原町後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

議　案

第44号

議　案

第45号

議　案

第46号

令和２年度高原町介護保
険事業特別会計補正予算
（第１号）

議　案

第47号

議　案

第48号

令和２年度高原町病院事
業会計補正予算（第２号）

議　案

第49号

令和元年度高原町一般会
計歳入歳出決算認定につ
いて　

認　定

第１号

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○●○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○●●棄○

専決処分について（専決
第１２号）令和２年度高
原町一般会計補正予算
（第８号）

承　認

第12号
−○○○○○○○○○

承
　
認

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

認
　
定

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

認　定

第３号

令和元年度高原町農業集
落排水事業特別会計歳入
歳出決算認定について

令和元年度高原町介護保
険事業特別会計歳入歳出
決算認定について

令和元年度高原町後期高
齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

令和元年度高原町水道事
業決算認定について

令和元年度高原町工業用
水道事業決算認定につい
て

専決処分について（専決第
１３号）町道陥没事故に
よる和解及び損害賠償の
額を定めたことについて

令和元年度高原町病院事
業決算認定について

認　定

第４号

認　定

第５号

認　定

第６号

認　定

第７号

認　定

第８号

認　定

第９号

報　告

第７号

特別職の職員で常勤の者
の給与に関する条例及び
町長等の給与の特例に関
する条例の一部を改正す
る条例

新型コロナウイルス感染
症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方
税財源の確保を求める意
見書（案）

議　案

第50号

発　議

第４号

令和元年度高原町国民健
康保険特別会計歳入歳出
決算認定について

○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

−

○ 棄 ● ● −

−○○○○○●○棄○

−○○○○○●○棄○

−○○○○○○○棄○

−○○○○○○●棄○

−○○○○○○○棄○

−−−−−−−−−−

−○●●○○○○○○

−○○○○○○○○○

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

−

可
　
決

可
　
決

令和元年度高原町住宅新
築資金等貸付事業特別会
計歳入歳出決算認定につ
いて

認　定

第２号
−○○○○○●○棄○

認
　
定



議
会
だ
よ
り 

た
ち
ば
な

73
No.

編 

集 

後 

記

この人紹介づくり推進!
いつまでも たのしく みんなで健康に

■
発
行
日
／
令
和
２
年
11
月
　
日 

■
発
行
／
高
原
町
議
会 

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

   

〠
8
8
9
ー
4
4
9
2 

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
西
麓
8
9
9
番
地  

☎(

0
9
8
4)

42

−

5
1
3
8

１

料金受取人払郵便

都城郵便局
承　認

差出有効期間
令和３年９月
３０日まで

（切手不要）
（受取人）

574

8 8 9 4 4 9 0

郵  便  は  が  き

高原町大字西麓８９９番地

高原町役場　議会事務局
議会だより編集委員会　行

切り取り線

ご氏名

ふりがな

お電話

ご住所
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匿名希望

◇
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
最
近
朝
夕
は
め
っ
き
り

冷
え
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
農
家
の

皆
さ
ん
は
、
稲
刈
り
も
終
わ
り
一
息
つ
い
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
◇
今
年
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
各
行
事
を
含
め
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
あ
る
い
は
延
期
と
な
り
、
飲
食
・
観
光

業
の
み
な
ら
ず
農
業
分
野
に
も
大
き
な
影
響
が

出
ま
し
た
。
今
後
１
日
も
早
い
景
気
の
回
復
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
◇
さ
て
、
最
近
の
町

行
政
の
問
題
点
と
し
て
、
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
事
業
計
画
の
中
で
の
検
討
の
あ
り
方

な
ど
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
目
標
を
立

て
て
実
行
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
後
の
行
動

が
伴
わ
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。
我
々
議
会
も

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
◇
町
民
の
皆
さ
ん
も
関
心
を
持
っ
て

見
守
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
前
原　

淳
一
）

【訂正のお詫び】

・前号の陣議員の一般質問の記事で（問）コロナ不況からの出口

戦力としてとあるのは、出口戦略の誤りでした。

・新型コロナウイルス感染症対策や主な補正予算内容の記事で、

★高原町プレミアム付きテイクアウト・食事券発行事業補助金の

金額４，４７０円は、４，４７０千円の誤りでした。

※お詫びし、訂正いたします。

＊自然療法に携わって２０年、滞在型アーユルヴェーダ施設を作り

たい、と２０１１年に宮崎に。その後高原に移住、「有言実行の人」

とも言われる。２０１８年秋にアーユルヴェーダを取り入れた、ハ

タイ自然療法センターと宿泊可能な「たかはるヒト×コト交流セン

ター」を立ち上げる。（南狭野　旧老人福祉館）

＊講師業の他、治療院を開設し、霧島山麓で取れる薬草で煎じ茶や

薬用オイルを作成し、使用効果の研究中である。

＊医療従事者という自覚の下、患者に対する誠実さと愛情と責任感

を持って、常に最善を尽くすため、自らの体調管理に細心の注意を

　払うという。

　今後は、少しずつ必要としてくれる人たち

が集まってきてくれるように、コツコツとや

っていきたい。そして、恩師幡井勉先生の後

を継いで「たかはる伝承医学研究所」として、

東南アジア諸国などの伝統医療も学びを深め

ていきたいとしている。

たかはるヒト×コト交流センター　電話４２－２４００

体調不良を抱えて通ってくる患者のために！体調不良を抱えて通ってくる患者のために！
東洋伝承医学研究所・ハタイ自然療法センター代表　幸田 麻紀さん

※アーユルヴェーダとは「命の科学」「生命の知識」とい

われる、インド、スリランカの伝統医学であり、予防医学

・治療医学にとどまらず、高度な哲学として注目される。

※アーユルヴェーダは人生を快適に生きるための生き方の

知恵。

▲施術室 ▲インドチキンカレー
※アーユルヴェーダオイルの湿布や温罨法（温湿布）

　関節治療・腰痛治療【要予約】

おんあんぽう
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